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令和元年度「香川県県政世論調査結果（速報）」 
 

香川県では、県政の諸問題について、県民の方々の意見や要望等を把握し、今後の

施策立案に際しての基礎資料とするため、毎年度「県政世論調査」を実施しています。 

 今年度は、６テーマについて５～６月に調査を実施しました。「県政の重要度と満足

度」については、平成１４年度から毎年度実施しています。 

  

◆調査の内容 

１．人権問題について  

   本県の人権・同和行政の推進及び「香川県人権教育・啓発に関する基本計画」

（平成 15 年 12 月策定、平成 25 年 12 月改正）見直しの基礎資料とするために、

人権問題に関するご意見をお聞きしました。 

２．環境施策について  

   「香川県環境基本計画」及び「香川県みどりの基本計画」（2021 年度～2025 年

度）等の策定にあたり、基礎資料とするために、環境施策に関するご意見をお

聞きしました。 

 ３．食習慣・生活習慣について   

   「第４次かがわ食育アクションプラン」（2021 年度～2025 年度）の策定に向け

て、食育に関する施策の参考とするために、食習慣・生活習慣に関するご意見

をお聞きしました。 

４．高齢者の保健福祉について  

   「第８期香川県高齢者保健福祉計画」（2021 年度～2023 年度）の策定に向けて、

介護予防や認知症施策など今後の高齢者施策の参考とするために、高齢者の保

健福祉に関するご意見をお聞きしました。 

５．県公式ホームページについて  

   2021 年 1 月（予定）の県公式ホームページリニューアル（更新）にあたり、魅

力ある県公式ホームページに改善するために、県公式ホームページに関するご

意見をお聞きしました。 

６．県政の重要度と満足度について 

   「新・せとうち田園都市創造計画」の各施策について、「重要度」と「満足度」

をお聞きしました。 
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◆調査の概要 

調査地域 香川県全域 

調査対象 県内在住の満 18 歳以上の男女 3,000 人 

抽出方法 選挙人名簿層化二段無作為抽出 

調査方法 郵送法 

調査期間 令和元年 5 月 27 日～6 月 17 日 

回収結果 有効回収数 1,530 （有効回収率 51.0％） 

※詳しい調査結果は 11 月に発表する予定です。 

※回答の比率は、その設問の回答者数を基数として算出し、少数第２位を四捨五入しまし

た。このため、百分比の合計が 100.0％にならないことがあります。 

 

 

 

◆ウエイトバック集計 

   平成 29 年度より、調査結果を県政へ反映させるに当たり、年齢による回収率に

差が生じる傾向にあるため、より実態に近い参考値として、ウエイトバック集

計の導入を行っています。 

   ウエイトバック集計とは、実際の本県の「年齢別」人口構成比に合わせて、回

収結果を補正するものです。 

   なお、この調査結果は速報のため、主な調査結果については、ウエイトバック

した値は記載していません。調査回答者の属性及び単純集計結果（調査票）に

ついては、（ ）書きで併記しています。 

 

              

  
ウエイト値 ＝ 

有効回答数 
× 

年齢区分別人口   

  年齢区分別回答数 香川県 18 歳以上人口   

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 3 - 

 

そう思う

11.0%

どちらかといえばそう思う

47.1%
どちらともいえない

22.2%

どちらかといえば

そうは思わない

10.7%

そうは思わない

5.4%

わからない

2.4%

無回答

1.2%

◆主な調査結果 

１．人権問題について 

今の日本は人権が尊重されている社会であると思うか聞いたところ、「どちらかとい

えばそう思う」が 47.1％と最も高く、「そう思う」の 11.0％と合わせて、58.1％が【そ

う思う】となっている。 

関心がある人権課題について、「障害者」と回答した人が 54.2％と最も多く、次に「イ

ンターネットによる人権侵害」が 43.5％、「子ども」が 39.7％、「女性」が 37.7％とな

っている。「性的少数者（同性愛、性同一性障害など）」への関心は 17.2％となっている。 

 

今の日本は人権が尊重されている社会であると思うか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本における人権課題について、あなたの関心があるものはどれか（あてはまるものすべて） 

1.2 

1.7 

4.7 

5.0 

9.2 

9.2 

11.7 

14.8 

15.5 

17.2 

19.0 

25.8 

26.0 

30.7 

37.5 

37.7 

39.7 

43.5 

54.2 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

無回答

その他

アイヌの人々

特にない

人身取引

ホームレス

刑を終えて出所した人

外国人

ハンセン病回復者、ＨＩＶ感染者など

性的少数者（同性愛、性同一性障害など）

犯罪被害者など

北朝鮮当局による拉致問題など

同和問題

東日本大震災に伴う放射線被ばくについての風評被害

高齢者

女性

子ども

インターネットによる人権侵害

障害者

 

％ 
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41.0 

45.3 

48.9 

60.2 

66.0 

67.0 

71.8 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

水のきれいさ

夏や冬のすごしやすさ

身近な生き物の豊かさ

まちの静けさ

みどりの豊かさ

景観の美しさ

空気のきれいさ

60.3 

64.5 

65.1 

67.4 

70.7 

73.2 

74.6 

80.2 

80.5 

80.8 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

野生生物の保護対策

環境教育・環境学習機会の提供

環境に関する情報提供の取り組み

身近に自然とふれあえる場の整備対策

自然公園の保全と整備

交通や経済活動に伴う騒音・振動対策

地球温暖化対策

ゴミの分別、リサイクル対策

下水道・浄化槽の汚水処理対策

廃棄物の不法投棄対策

２．環境施策について 

身のまわりの環境（７項目）と行政の環境への取り組み（10 項目）について現在の満

足度と将来の重要度をそれぞれ五段階で評価を聞いた。 

現在の満足度について、「とても満足している」と「やや満足している」を合わせた

割合は、高い順に、身のまわりの環境では、『空気のきれいさ』（71.8％）、『景観の美し

さ』（67.0％）、行政の環境への取り組みでは、『下水道・浄化槽の汚水処理対策』（52.6％）、

『ゴミの分別、リサイクル対策』（52.2％）であった。 

将来の重要度について、「とても重要である」と「まあ重要である」を合わせた割合

は、高い順に、身のまわりの環境では、『水のきれいさ』（85.3％）、『空気のきれいさ』

（84.7％）であり、行政の環境への取り組みでは、『廃棄物の不法投棄対策』（80.8％）

『下水道・浄化槽の汚水処理対策』（80.5％）であった。 

 

現在の満足度（身のまわりの環境） 
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将来の重要度（行政の環境への取り組み） 
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十分に意識している

22.6%

十分ではないが

意識している

63.1%

あまり意識してい

るとは言えない

11.1%

全く意識していない

1.5%

無回答

1.7%

はい

61.8%

いいえ

36.1%

無回答

2.1%

３．食習慣・生活習慣について 

健康や食生活についてよりよくすることをふだんから意識しているか聞いたところ、

「十分ではないが意識している」が 63.1％と最も高く、「十分に意識している」の 22.6％

と合わせて、85.7％が【意識している】となっている。 

また、うどんを食べるときは副食（おかず）をいっしょにとるようにしているかにつ

いては、61.8％が「はい」と回答している。 

 

 

健康や食生活をよりよくすることをふだんから意識しているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

うどんを食べるときは副食を合わせてとるようにしているか 
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介護が必要になっても、で

きる限り、現在の住まいや

地域に住み続けたい
45.4%

ケア付き住宅に早め

に住み替えたい
11.3%

介護が必要になったときに、

施設に入所したい
30.5%

わからない
11.6%

その他
0.9%

無回答
0.3%

施設入所の方が十分な

サービスが期待できるから
3.6%

緊急時の対応の面で

安心だから
9.2%

家族による介護が困難だから
30.7%

家族に迷惑をか

けたくないから
55.4%

その他
0.6%

無回答
0.4%

４．高齢者の保健福祉について 

 将来の住まいと介護サービスの利用について、「介護が必要になっても、できる限り、現

在の住まいや地域に住み続けたい」（45.4％）と回答した人が最も多く、続いて「介護が必

要になったときに、施設（特別養護老人ホームなど）に入所したい」（30.5％）、「わからな

い」（11.6％）となっている。 

 また、「介護が必要になったときに、施設（特別養護老人ホームなど）に入所したい」と

回答した人に施設入所を希望される理由を聞いたところ、「家族に迷惑をかけたくないか

ら」（55.4％）が最も多くなっている。 

 

将来の住まいと介護サービスの利用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設入所を希望される理由 
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30.8 

1.8 

10.9 

23.7 

31.4 

58.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

無回答

その他

多言語対応している（外国人が見やすい）

障害のある方や高齢の方が利用しやすい

見やすいデザインやレイアウトにする

知りたい情報にたどり着きやすい

見やすい／

わかりやすい

19.0%

ふつう

70.0%

見づらい／

わかりにくい

11.0%

見やすい／

わかりやすい

16.1%

ふつう

72.8%

見づらい／

わかりにくい

11.0%

見やすい／

わかりやすい

14.2%

ふつう

68.4%

見づらい／

わかりにくい

17.4%

５．県公式ホームページについて 

県公式ホームページの印象について聞いたところ、トップページのレイアウト、トッ

プページのデザインに比べ、ホームページ全体の構成が「見づらい／わかりにくい」と

いう意見が多くなっている。 

また、魅力ある県公式ホームページにするために必要だと思うことは、「知りたい情

報にたどり着きやすい」が 58.0％で最も高く、次いで「見やすいデザインやレイアウト

にする」が 31.4％、「障害のある方や高齢の方が利用しやすい」が 23.7％と続いている。 

 

県公式ホームページの印象 

 

トップページのレイアウト  トップページのデザイン  ホームページ全体の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

魅力ある県公式ホームページにするために必要だと思うこと（あてはまるものすべて） 
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 基本
目標

基本
方針

(１) 商工・サービス業の振興

(２) 農林水産業の振興

(３) 県産品の振興

(４) 雇用対策の推進

(５) 交流人口の拡大

(６) 交通・情報ネットワークの整備

(７) 移住・定住の促進

(８) 子育て支援社会の実現

(９) 健康長寿の推進

(10) 安心できる医療・介護の充実確保

(11) 地域福祉の推進

(12) 人権尊重社会の実現

(13) 防災・減災社会の構築

(14) 安全・安心な暮らしの形成

(15) 安心して暮らせる水循環社会の確立

(16) 活力ある地域づくり

(17) 環境の保全

(18) みどり豊かな暮らしの創造

(19) 教育の充実

(20) 文化芸術による地域の活性化

(21) スポーツの振興

(22) 男女共同参画社会の実現

(23) 青少年の育成と県民の社会参画の推進

(24) 魅力ある大学づくり

１
成
長
す
る
香
川

２
信
頼
・
安
心
の
香
川

３
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
香
川

施策（分野）

せ
と
う
ち
田
園
都
市
の
新
た
な
創
造

６．県政の重要度と満足度について 

「新・せとうち田園都市創造計画」の各施策（24 分野）について、どのくらい重要と考

えているか、現状にどのくらい満足しているか、それぞれ五段階で評価を聞いた。 

重要度について、「とても重要である」と「まあ重要である」を合わせた割合は、高い

順に『安心できる医療・介護の充実確保』（87.0%）、『防災・減災社会の構築』（85.9%）『子

育て支援社会の実現』（85.1%）、であった。 

また、満足度について、「とても不満である」と「やや不満である」を合わせた割合は、

高い順に『防災・減災社会の構築』（21.6%）、『雇用対策の推進』（20.3%）、『交通・情報ネ

ットワークの整備』（19.6%）であった。 

 

（参考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「新・せとうち田園都市創造計画」施策体系 



- 9 - 

 

※ （）内の数字はウエイトバックした値  

※ （）内の数字はウエイトバックした値  

男性

45.8%女性

52.1%

無回答

2.1%
性別

18～19歳

0.9%
20～29歳

4.8%

30～39歳

10.6%

40～49歳

16.1%

50～59歳

16.3%

60～69歳

23.7%

70歳以上

25.5%

無回答

2.0%

年齢

◆調査回答者の属性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分  回答者数（人） 構成比（％） 

男性  701  (691) 45.8  (45.2) 

女性  797  (807) 52.1  (52.7) 

無回答  32  (32) 2.1  (2.1) 

合計  1,530  100.0  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分  回答者数（人） 構成比（％） 

18～19 歳  14  (36) 0.9  (2.3) 

20～29 歳  74  (144) 4.8  (9.4) 

30～39 歳  162  (188) 10.6  (12.3) 

40～49 歳  247  (252) 16.1  (16.4) 

50～59 歳  249  (210) 16.3  (13.7) 

60～69 歳  363  (258) 23.7  (16.9) 

70 歳以上  390  (412) 25.5  (26.9) 

無回答  31  (31) 2.0  (2.0) 

合計  1,530  99.9  
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※ （）内の数字はウエイトバックした値  

農林漁業
5.6%

商工業、サービス

業、自由業
13.2%

会社、商店、官

公庁勤め
41.3%

主婦、主夫
20.2%

無職（学生含む）
17.2%

無回答
2.5%職業

高松市、三木町、

直島町、綾川町
48.8%

さぬき市、東かがわ市
9.3%

土庄町、小豆島町
2.5%

丸亀市、坂出市、善通寺市、

宇多津町、琴平町、多度津町、

まんのう町
26.0%

観音寺市、三豊市
13.4%

圏域

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分  回答者数（人） 構成比（％） 

高松市、三木町、直島町、綾川町  746  (742) 48.8  (48.5) 

さぬき市、東かがわ市  142  (144) 9.3  (9.4) 

土庄町、小豆島町  39  (40) 2.5  (2.6) 

丸亀市、坂出市、善通寺市、宇多津町、琴平町、多度津町、まんのう町  398  (396) 26.0  (25.9) 

観音寺市、三豊市  205  (208) 13.4  (13.6) 

合計  1,530  100.0  

 

区分  回答者数（人） 構成比（％） 

農林漁業  86  (81) 5.6  (5.3) 

商工業、サービス業、自由業  202  (208) 13.2  (13.6) 

会社、商店、官公庁勤め 632  (625) 41.3  (40.9) 

主婦、主夫  309  (288) 20.2  (18.8) 

無職（学生含む） 263  (290) 17.2  (19.0) 

無回答  38  (38) 2.5  (2.5) 

合計  1,530  100.0  

※ （）内の数字はウエイトバックした値  


